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はじめに

本マニュアルでは、共有計画を使ったVRコンテンツの作成方法から活用方法を説明します。

共有計画ではVRコンテンツのことを『プロジェクト』と呼びます。

プロジェクトをLINEやメールで送信したり、HPやチラシに掲載することで、だれでもかんたんにVRデータを閲覧することができるよ

うになります。

また、VRデータを閲覧するだけではなく、リモート接客・アクセス分析・追客機能など、多岐にわたる機能を搭載しておりますので、

活用次第で集客・接客・追客・分析といった様々な場面で活躍します。

それではさっそく本マニュアルで実際に作成してみましょう！

まずはフロー図より、必要な手順にそってプロジェクトを作成してみましょう！

メール・LINEで送信
→P３９へ

HPに掲載する
→P４１へ

チラシに掲載する
→P４０へ

リモート接客をする
→P４３へ

プロジェクトを編集する
→P２１へ

撮影する
→P５へ

パノラマ写真の有無

プロジェクトの有無

追客・分析
→P５１へ

アクセス分析
→P４９へ

ない

ある

ない

ある
もしくはCGのみで作成

事前確認 プロジェクト準備 配信・分析
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プロジェクトを作成する
→P１１へ
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1 プロジェクトを作成しよう

1-1 360°撮影カメラ・撮影アプリを使って撮影から行う場合

1-2 すでにパノラマ写真・パノラマ画像がある場合

2 プロジェクトを編集しよう

2-1 VRアクション追加・編集

2-2 シーン切替設定（Before/After・Open/Close 等）

2-3 シーンのタイトルを変更したい

2-4 シーンを追加したい

2-5 シーンを削除したい／並び順を変更したい

2-6 パノラマ画像を差し替えたい

2-7 シーンの開始位置を変更したい

2-8 画像全体の明るさ／色味を調整したい

2-9 画像の一部を加工したい（ぼかし加工）

3 URL・QRコードを発行しよう

3-1 メールやLINEでVRコンテンツを送りたい

3-2 チラシにVRコンテンツを載せたい

3-3 ホームページにVRコンテンツを埋め込みたい

・・・Ｐ５

・・・Ｐ１１

・・・Ｐ２２

・・・Ｐ３０

・・・Ｐ３２

・・・Ｐ３３

・・・Ｐ３４

・・・Ｐ３５

・・・Ｐ３６

・・・Ｐ３７

・・・Ｐ３８

・・・Ｐ３９

・・・Ｐ４０

・・・Ｐ４１

目次
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・・・Ｐ４３

・・・Ｐ４４

・・・Ｐ４５

・・・Ｐ４９

・・・Ｐ５１

・・・Ｐ６４

・・・Ｐ７０

4 リモート接客（遠隔接客）をしよう

4-1 リモート接客（遠隔接客）とは

4-2 遠隔接客URL・QRコードの発行手順

4-3 【実践編】リモート接客をしてみよう

5 アクセス分析をしよう（全体分析）

6 セールスVRをしよう（個別分析）

7 VR上で計測機能を使おう（AIサイズ推定機能）

8 フォルダから新規作成をしよう

目次
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・360°カメラ（今回はリコーシータを使った撮影方法を記載します）

・一脚（三脚でも可）

・スマートフォン もしくは タブレット

① 事前に準備するもの

② 撮影準備

準備1：アプリのインストール

準備2：シータとアプリの連動

準備3：シータの撮影前設定

③ 撮影する際のポイント

POINT1：カメラ向きの確認

POINT2：撮影向きについて

POINT3：撮影立ち位置について

POINT4：撮影場所について

POINT5：一脚（三脚）への設置について

④ 画像をPCに転送

① 事前に準備するもの

◆ POINT ◆

・シータは使用前までに必ず充電をしておきましょう。

・三脚より一脚の方が足元への機材の映り込みが少ないため、より綺麗に撮影することができます。

1 プロジェクトを作成しよう

1-1 360°撮影カメラ・撮影アプリを使って撮影から行う場合
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② 撮影準備

スマホ もしくは タブレットに「RICOH THETA」アプリをインストールします。

準備1：アプリのインストール

1 プロジェクトを作成しよう

① シータの電源を付けます。（電源ボタンはシータの側面にあります）

② 「RICOH THETA」アプリを起動し、「撮影」をタップします。

③ 「新しいカメラの登録」をタップします。

④ シータのシリアルNoを入力します。

⑤ 歯車マークをタップし、セルフタイマーを「ON」。画像サイズは最大（5376×2688）に設定します。

準備2：シータとアプリの連動

ON

１

２

４

５

３
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設定は絞りやISOなどありますが、ここでは最も簡単な調整手順を記載いたします。

① 画面右下より「Auto」の状態にします。

② 「Option Setting」は「HDR合成」か「DR補正」を選ぶと、明るい場所が白くなって色飛びしてしまうことを防ぎます。

③ 最後に「EV」バーを動かし、明るさを調整します。

この時、少し明るめが良いですが、窓など光が入るところが明るくなりすぎていないか注意してください。

④ 撮影→画像の確認を数回行い、最適な設定にします。

1 プロジェクトを作成しよう

４

準備3：シータの撮影前設定

※ POINT ※

・撮影する環境の明暗差が大きい時には、「HDR合成」がおすすめです。

「HDR合成」を使って色味が変わってしまう場合は、「DR補正」を選択してみましょう。

・夜の場面や暗い場所では「ノイズ低減」を選択してみましょう。

・何枚か撮影し、最も綺麗に撮れるモードを選びましょう。

１

２

バーをスライド

して調整

３

撮影した画像をタップし、

画像を確認しましょう
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③ 撮影する際のポイント

物件を撮影する際に、すべての写真を同じ方角で撮影することが素早くシーンの向きを一致させることにつながります。

リコーシータの場合、THETAのロゴが入っている方が前方、アイコンなどLEDが点灯している面が後方です。

POINT1：カメラ向きの確認

1 プロジェクトを作成しよう

物件を撮影する際に、全ての撮影ポイントにおいて同じ向きで撮影することをおすすめします。

共有計画の仕組み上、プロジェクトの中で、正面の向きから30度右を向いて矢印をクリックし、

シーン移動をしたとします。すると、次のシーンでも、正面の向きから30度右を向いたまま

開始される仕組みになっています。90度右を向いて移動を行うと、次のシーンでも90度右を

向いたまま開始されます。

そのため、写真同士をシーンで繋げた際に、シーン移動が自然に見えるようにするためには、

撮影する際に、向きを統一することが自然な移動をするための重要な要素になっています。

こっちが後方

POINT2：撮影向きについて
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部屋の真ん中で撮影すると狭く見えてしまいます。

360度カメラは部屋の全体が1枚の画像になるため、部屋の真ん中にシータを置いて

撮影してしまいがちですが、そうするとカメラから壁までの距離が等間隔になり、

実際以上に部屋が狭く見えてしまいます。

部屋の中心にカメラを設置するのではなく、部屋の入口や壁などに多少寄せ、

空間の広がっている方を正面に向けて撮影することをおすすめしております。

1 プロジェクトを作成しよう

POINT3：撮影立ち位置について

廊下なども撮っておきましょう。

廊下の写真はそれだけだと地味ですが、VRコンテンツにしたときの動線を作る上では重要になってきます。

特にファミリー向けの広い間取りの場合、廊下の写真がないと部屋と部屋をつなぐのが難しくなります。

最終的に使用しないかもしれませんが、なるべく多くのポイントで撮影しておくことをおすすめします。

POINT4：撮影場所について

シータを一脚に設置した際、天井高の半分くらいの高さになるように調整しましょう。

基本的には、120～130cmくらいの高さになるように、調整するのがおすすめです。

カメラの位置が高すぎると天井が近くなって圧迫感が出てしまい、部屋が狭く見えてしまいます。

逆に低くしすぎると不自然な目線になってしまったり、キッチンのコンロの様子なども見えなくなります。

トイレや浴室など、低い位置にある設備を見せたい場所では、90-100cmくらいに下げて撮るのが良いでしょう。

逆にバルコニーなど、柵があるような場合は、150-160cm程度まで上げるのがおすすめです。

また、一脚に真っすぐ取り付けているように見えても、画像を撮影してみると水平方向に傾いていることがあります。

撮影後の傾きの修正はできないため、最初に数枚撮影し、シータが水平に設置できていることを確認しましょう。

POINT5：一脚（三脚）への設置について
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④ 画像をPCに転送

1 プロジェクトを作成しよう

≪ケーブルがある場合≫

シータとPCを接続することで画像の転送が可能です。

※こちらの方法をおすすめします。

≪ケーブルが無い場合≫

① 「カメラ内画像」をタップします。

② シータ内の画像が一覧表示されますので、転送したい画像に複数チェックを付けます。

③ 画面右下の「転送」をタップします。

④ シータと連動させていたスマホ もしくは タブレット内に画像が転送されますので、問題なく転送されているか確認しましょう。

⑤ 最後に、スマホ もしくは タブレット内の画像をPCに移動すれば完了です。

２

１
３

撮影したパノラマ画像を使ったプロジェクトの作成手順については、P12以降を参照してください。
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1-2 すでにパノラマ写真・パノラマ画像がある場合

１対２の比率のJPG画像を準備します。この形式であれば、CG画像であっても使用可能です。

写真1

① アップロードするパノラマ写真・パノラマ画像を準備

② プロジェクトの作成手順

Step1：プロジェクトの全般設定

Step2：パノラマ写真・パノラマ画像をアップロード

Step3：各シーンのタイトル／画像／切替 編集

Step4：フロアマップの追加

Step5：各シーンにVRアクションを追加

Step6：その他の設定

① アップロードするパノラマ写真・パノラマ画像を準備

CG画像

2

1

2

1 プロジェクトを作成しよう

※フォルダから作成する手順はP70～



12

② プロジェクトの作成手順

① 左のメニューから「新規プロジェクト制作」を押すと、プロジェクト作成ページが開きます。

② 会社ロゴや物件名などの全般設定を行います。

③ 一通りの設定が終わったら、「次のプロセスに進む」をクリックします。

Step1：プロジェクトの全般設定

トップ画像の正面に表示されるロゴ画像（会社ロゴ等）を設定できます。

JPGかPNG形式がアップロード可能です。（※P14の画像参照）

※背景透明のPNGファイルがおすすめです

プロジェクトのタイトルを設定します。

プロジェクト上に表示することも、非表示にすることもできます。

管理のしやすい物件名などを入力しましょう。（P14の画像参照）

ゴシック体と明朝体の2つから、プロジェクト内に表示されるフォントを

選択できます。

※多言語対応が必要な場合は、global言語対応フォントを選択

MP3の音声ファイルをアップロードできます。プロジェクト全体のBGMで、

プロジェクト読み込み時はミュートで、アイコンをクリックすると音楽が

再生します。（P14の画像参照）

MP3ファイルを選択すると、「プロジェクト開始時に音楽再生」のチェッ

クボックスが表示されます。プロジェクト開始時に音楽を自動再生したい

場合はチェックをつけてください。ただし、スマホで閲覧開始時の音楽再

生は無効になります。

※「プロジェクト開始時に音楽再生」のチェックボックスは新規作成時の

み設定可能です。後からの変更はできません。

1 プロジェクトを作成しよう

１

２

※ここの設定はプロジェクト作成後にも変更可能です
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写真足元に表示されるパッドの色を設定。パッドを設定することで、

360°写真の足元に移りこんだ三脚を隠すことができます。写真の雰囲

気など、プロジェクトに合わせて選択してください。

（P14の画像参照）

パッドに入れるロゴ画像と、そのロゴをクリッ

クした時のリンク先を設定できます。

足元パッドの色を”透明”にしている場合は設定

できません。（P14の画像参照）

FOVとは視野角のことです。FOVが大きい程、

一度に見える視野は広くなります。特に好みが

無ければこの数値は変更する必要はありません。

「その他の設定」の各項目の詳細説明は

右のQRコードを参照

1 プロジェクトを作成しよう

３
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1. ロゴ画像

2. プロジェクト名

4. BGM

5. 足元のパッドの色

6.足元のパッドのロゴ画像

1 プロジェクトを作成しよう
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並び順②

④ 「ファイルを選択」をクリックし、パノラマ写真・画像をアップロードします。

このステップで、シーンの並び順が決まります。最初にアップロードした画像がトップ画像となります。

画像をドラッグすることで、シーンの並び替えができます。

削除をする場合は画像右上の「削除」を押してください。

また、サムネール画像の右下に出る「編集」から写真の全体の明るさなどの画質補正ができます。

⑤ アップロードが完了したら、「次のプロセスに進む」をクリックします。

Step2：パノラマ写真・パノラマ画像をアップロード

1 プロジェクトを作成しよう

◆ 補足 ◆

・アップロード可能枚数は50枚までです。

・アップロードする画像のファイル名にスペースや環境依存文字が含まれているとエラーの原因になります。

※ここの設定はプロジェクト作成後にも変更可能です

４

５

トップ画像 並び順① ・・・

並び順① 並び順② ・・・

トップ画像

ドラッグ&ドロップで並び替え
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⑥ アップロードしたパノラマ画像それぞれにタイトルを入力します。

ここで入力したタイトルがプロジェクト上に表示されるシーン名称です。

⑦ 入力が完了したら、「フロアマップ追加」をクリックします。

Step3：各シーンのタイトル／画像／切替 編集

Before⇔Afterの切替や昼⇔夜の切替設定が可能です。

※プロジェクト作成後でも行えますので、飛ばしてもOK

です。

”赤目補正”や”ぼかし”といった写真の部分加工が可能です。

※プロジェクト作成後でも行えますので、飛ばしてもOK

です。

※ここの設定はプロジェクト作成後にも変更可能です

1 プロジェクトを作成しよう

７

６
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⑧ 「ファイルを選択」より間取り図画像をアップロードします。

⑨ パノラマ画像をクリックすると、間取図上にピンクの番号が出てきます

⑩ ピンクの番号を撮影した位置にドラッグ&ドロップします。

⑪ ピンクの番号の周囲に矢印が表示されますので、パノラマ画像の中心（撮影方向）※と同じになるようドラッグ&ドロップします。

⑫ 各設定が終わったら「間取図を保存する」をクリックします。

Step4：フロアマップの追加 ※ここの設定はプロジェクト作成後にも変更可能です

1 プロジェクトを作成しよう

８

９

10

11

◆ 補足 ◆

※パノラマ画像の中心が分からない場合は、

パノラマ画像の右下の「360check」を

クリックすると確認できます。

12

プロジェクトにアクセスした時に、はじめから画面上に間取図を開

いておく場合は、「コンテンツ閲覧時に間取図を初期表示」にチェ

ックをつけます。
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ここではシーン移動アクション（矢印）の設定手順を記載します。

コメント埋込、画像埋込、外部リンク埋込、Youtube埋込等のアクションの追加手順についてはP〇に記載しています。

⑬ VRアクションを追加したいシーンの「VRアクションを編集」を押します。

⑭ 画面左上の矢印アイコンを押します。

⑮ シーン移動の矢印マークを置きたい場所までドラッグ&ドロップし、矢印の向きも調整後、「位置を確定する」をクリックします。

⑯ 画面下にシーン一覧が表示されますので、移動先のシーンをクリックして選択します。

⑰ 「保存し編集を終える」をクリックします。

⑱ 「YES」をクリックし、「保存完了です！」というポップがでてきたら、ブラウザ×で閉じます。

⑲ 各シーンのVRアクション設定が完了したら、「次のプロセスに進む」をクリックします。

Step5：各シーンにVRアクションを追加

13

※ここの設定はプロジェクト作成後にも変更可能です

1 プロジェクトを作成しよう

14

15

矢印をドラッグ&ドロップ

で移動し、向きを調整

16
17

18

19
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⑳ 作成するプロジェクトの公開設定を「限定公開」か「非公開」に設定します。

㉑ URLを任意で設定します。

㉒ 最後に「完了」をクリックします。

Step6：その他の設定

URLを設定する際は、管理しやすい文字列を

設定することをおすすめします。

◎ apartment-hakataekimae

△ abcdefghijklmn（←ランダム英数字）

任意項目です

任意項目です

1 プロジェクトを作成しよう

◆ POINT ◆

プロジェクトの公開範囲について

公開 ：(株)スペースリーのWEBサイト上に一般公開されます。

限定公開：プロジェクトのURLを知っている人だけがコンテンツを閲覧することができます。

非公開 ：プロジェクトを作成したユーザーのみが閲覧することができます。閲覧する前に、登録メールアドレスと

パスワードの入力を要求されます。

※ここの設定はプロジェクト作成後にも変更可能です

20

21

22
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下記ページが表示されればプロジェクトの作成は完了です。

プロジェクトのQRコードです。

QRコードの上で右クリックから「画像の保存」を

し、チラシやメールに添付して活用しましょう。

プロジェクトのURLです

自社サイトに直接プロジェクトを埋め込む

際に使用します。

通常は使用しません。

プロジェクト一覧画面に戻ります

1 プロジェクトを作成しよう
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2 プロジェクトを編集しよう

矢印

（シーン移動）

インフォメーション

（コメント埋込）

カメラ

（画像埋込）

外部リンク埋込 Youtube埋込 iframe埋込

① VRアクションの種類

2-1 VRアクション追加・編集

① VRアクションの種類

② 各VRアクションの設定手順

設定1：シーン移動アクション（矢印マーク）

設定2：コメントの埋込

設定3：画像の埋込

設定4：外部リンクの埋込

設定5：Youtubeの埋込

設定6：Webページのiframe埋込

③ VRアクションの編集方法

方法1：削除・埋込情報の編集

方法2：配置位置の移動
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② 各VRアクションの設定手順

設定1：シーン移動アクション（矢印マーク）

2 プロジェクトを編集しよう

１

…

２

３

４

５

矢印をドラッグ&ドロップ

で移動し、向きを調整

７

６

シーン移動アクション（矢印マーク）でシーン同士を紐づけることで、VR画面でシーンからシーンへの移動が可能となります。

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 対象のプロジェクトの右上の「 」ボタン→「VRアクション編集」をクリックします。

③ シーン移動矢印を追加したいシーンのゴーグルマークを選択します。

④ 画面左上の矢印アイコンを押します。

⑤ シーン移動の矢印マークを置きたい場所までドラッグ&ドロップし、矢印の向きも調整後、「位置を確定する」をクリックします。

⑥ 画面下にシーン一覧が表示されますので、移動先のシーンをクリックして選択し、「保存し編集を終える」をクリックします。

⑦ 「YES」をクリックし、「保存完了です！」というポップがでてきたら、ブラウザ×で閉じます。

⑧ 最後は「変更を確定」を押します。

８
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設定2：コメントの埋込

インフォメーション（iマーク）を埋め込むことで、VR画面上にコメントを表示させることができます。

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 対象のプロジェクトの右上の「 」ボタン→「VRアクション編集」をクリックします。

③ コメントを埋め込みたいシーンのゴーグルマークを選択します。

④ 画面左上のインフォメーションマークを押します。

⑤ インフォメーションマークを置きたい場所までドラッグ&ドロップし、「位置を確定する」をクリックします。

⑥ コメントとリンク先URLを設定し、「上記コメントを埋め込む」をクリック後、「保存し編集を終える」をクリックします。

はじめからこのコメントを表示しておきたい場合は「始めにこのキャプションを開いておく」にチェックを付けてください。

⑦ 「YES」をクリックし、「保存完了です！」というポップがでてきたら、ブラウザ×で閉じます。

⑧ 最後は「変更を確定」を押します。

2 プロジェクトを編集しよう

１ ２

３

４

５

７

６

８

…
リンク先URLの設定は任意
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設定3：画像の埋込

画像埋込（カメラマーク）を埋め込むことで、VR画面上に画像を埋め込むことができます。

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 対象のプロジェクトの右上の「 」ボタン→「VRアクション編集」をクリックします。

③ 画像を埋め込みたいシーンのゴーグルマークを選択します。

④ 画面左上のカメラマークを押します。

⑤ カメラマークを置きたい場所までドラッグ&ドロップし、「位置を確定する」をクリックします。

⑥ 「ファイルを選択」を押し、埋め込みたい画像をアップロードし、コメントとリンク先URLも任意で設定してください。

はじめからこのコメントを表示しておきたい場合は「始めにこのキャプションを開いておく」にチェックを付けてください。

⑦ 設定が完了したら「保存し編集を終える」をクリックします。

⑧ 「YES」をクリックし、「保存完了です！」というポップがでてきたら、ブラウザ×で閉じます。

⑨ 最後は「変更を確定」を押します。

2 プロジェクトを編集しよう

１ ２

３

４

５

８
６

９

…
リンク先URLとコメントの

設定は任意

７
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設定4：外部リンクの埋込

外部リンクを埋め込むことで、VR画面上にから外部のWEBサイトに飛ぶとこができます。

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 対象のプロジェクトの右上の「 」ボタン→「VRアクション編集」をクリックします。

③ 外部リンクを埋め込みたいシーンのゴーグルマークを選択します。

④ 画面左上の外部リンクマークを押します。

⑤ 外部リンクマークを置きたい場所までドラッグ&ドロップし、「位置を確定する」をクリックします。

⑥ URLを入力し、「上記リンクを埋め込む」をクリックします。

⑦ 設定が完了したら「保存し編集を終える」をクリックします。

⑧ 「YES」をクリックし、「保存完了です！」というポップがでてきたら、ブラウザ×で閉じます。

⑨ 最後は「変更を確定」を押します。

2 プロジェクトを編集しよう

１ ２

３

４

５

８

６

９

…

７
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設定5：Youtubeの埋込

Youtubeを埋め込むことで、VR画面上でYoutube動画を閲覧することができます。

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 対象のプロジェクトの右上の「 」ボタン→「VRアクション編集」をクリックします。

③ 外部リンクを埋め込みたいシーンのゴーグルマークを選択します。

④ 画面左上のYoutubeマークを押します。

⑤ Youtubeマークを置きたい場所までドラッグ&ドロップし、「位置を確定する」をクリックします。

⑥ Youtube動画のID※を入力し、「上記動画を埋め込む」をクリックします。

⑦ 設定が完了したら「保存し編集を終える」をクリックします。

⑧ 「YES」をクリックし、「保存完了です！」というポップがでてきたら、ブラウザ×で閉じます。

⑨ 最後は「変更を確定」を押します。

2 プロジェクトを編集しよう

１ ２

３

４

５

８

６

９

…

７

※URLのv=以降の11桁の半角英数字

https://www.youtube.com/watch?v=uJyDUznQQI0
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設定6：Webページのiframe埋込

iframeを埋め込むことで、VR画面上でWEBサイトを閲覧することができます。

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 対象のプロジェクトの右上の「 」ボタン→「VRアクション編集」をクリックします。

③ 外部リンクを埋め込みたいシーンのゴーグルマークを選択します。

④ 画面左上のiframeマークを押します。

⑤ iframeマークを置きたい場所までドラッグ&ドロップし、「位置を確定する」をクリックします。

⑥ URLを入力し、「上記サイトを埋め込む」をクリックします。

⑦ 設定が完了したら「保存し編集を終える」をクリックします。

⑧ 「YES」をクリックし、「保存完了です！」というポップがでてきたら、ブラウザ×で閉じます。

⑨ 最後は「変更を確定」を押します。

2 プロジェクトを編集しよう

１ ２

３

４

５

８

６

９

…

７
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③ VRアクションの編集方法

方法1：削除・埋込情報の編集

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトの右上の「 」ボタン→「VRアクション編集」をクリックします。

③ シーン一覧より、削除・編集したいシーンの▼を選択します。

④ 埋め込んだコメント・URLの編集や削除を行います。

⑤ 最後に「変更を確定」を押します。

アクションを削除する場合は×をクリック埋め込んだURL・コメントの編集

１ ２

…
３

シーン閲覧開始時からキャプションを

開いておきたい場合は「開」に設定

４

５

2 プロジェクトを編集しよう
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方法2：配置位置の移動

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトの右上の「 」ボタン→「VRアクション編集」をクリックします。

③ シーン一覧より、VRアクションの配置位置を移動したいシーンのゴーグルマークを選択します。

④ 画面右上の上下矢印アイコンを押します。

⑤ VRアクションを移動したい場所までドラッグ&ドロップし、移動が完了したら再度上下矢印アイコンを押します。

⑥ 「保存し編集を終える」を押します。

⑦ 「YES」をクリックし、「保存完了です！」というポップがでてきたら、ブラウザ×で閉じます。

⑧ 最後は「変更を確定」を押します。

…

１ ２

３ ５

７

６

８

４

５

※このアイコンの背景色がピンク色の時はアイコン移動モー

ドです。移動が完了したら、移動モードを解除しましょう

2 プロジェクトを編集しよう
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・一般：他の切替設定のどれにも当てはまらない場合

切替設定の種類

切替設定は、以下の６種類から選択できます。

デザインの違いのみですので、お好みのデザインを選んでください。

※「三段階切替」のみ切替シーンを２つ設定可能です

・ビフォー/アフター：リフォームのように工事の前後で

比較したい場合

・日中/夜景：ベランダなど外景の時間帯で比較したい場合

・オープン/クローズ：タンスや扉の開閉などを比較したい場合

・ホームステージング：家具や小物などインテリアコーディネートを

加えたシーンに切替する場合

・三段階切替：リフォームの状況を分かりやすく伝えたい場合や、

インテリアデザインのラインナップを提示する場合など、

多様な使い方が可能

2-2 シーン切替設定（Before/After・Open/Close 等）

2 プロジェクトを編集しよう
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シーン切替設定手順

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル上でクリックをすると、プロジェクトの編集画面に切り替わります。

③ 左のメニューから「シーン切替設定」をクリックします。

④ 「+ファイルから選択」を押し、切替シーン画像をアップロードすると、切替設定が選択できるようになります。

⑤ 任意のものにチェックをつけます。

⑥ 最後に「変更を確定」をクリックしてください。

2 プロジェクトを編集しよう

１

２

３

４

５

６
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2-3 シーンのタイトルを変更したい

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル上でクリックをすると、プロジェクトの編集画面に切り替わります。

③ 左のメニューから「シーンのタイトル編集」をクリックします。

④ 任意のタイトルを入力します。

⑤ 変更が完了したら「変更を確定」をクリックしてください。

2 プロジェクトを編集しよう

１

２

３ ４

５
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2-4 シーンを追加したい
① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル上でクリックをすると、プロジェクトの編集画面に切り替わります。

③ 左のメニューから「シーンの追加」をクリックします。

④ 「+ファイルから追加」を押し、追加するパノラマ画像を選択しアップロードしてください。

⑤ 変更が完了したら「変更を確定」をクリックしてください。

2 プロジェクトを編集しよう

１

２

３

４

５
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2-5 シーンを削除したい／並び順を変更したい

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル上でクリックをすると、プロジェクトの編集画面に切り替わります。

③ 左のメニューから「シーンの削除/並べ替え」をクリックします。

④ シーンを削除する場合は「削除」ボタンを押します。

シーンの並び順を変更する場合は「並び変え」ボタンをドラッグし変更してください。

⑤ 変更が完了したら「変更を確定」をクリックしてください。

2 プロジェクトを編集しよう

１

２

３

４

５

1番上の画像がプロジェクト閲覧時の

トップ画像となります。

「並び変え」ボタンをドラッグ

４
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2-6 パノラマ画像を差し替えたい

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル上でクリックをすると、プロジェクトの編集画面に切り替わります。

③ 左のメニューから「画像の入れ替え/DL」をクリックします。

④ 「+ファイルから追加」を押し、差し替えたいパノラマ画像を選択しアップロードしてください。

⑤ 変更が完了したら「変更を確定」をクリックしてください。

2 プロジェクトを編集しよう

１

２

３

５

４

各シーンのパノラマ画像をダウンロード

できます

◆ POINT ◆

矢印などのVRアクション設定を残したまま、シーン画像を差し替えることができます。
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2-7 シーンの開始位置を変更したい

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル上でクリックをすると、プロジェクトの編集画面に切り替わります。

③ 左のメニューから「シーン開始時の方向設定」をクリックします。

④ 対象のシーンの▲マークをクリックします。

⑤ 中央線がシーンの開始する位置になりますので、画面をドラッグしシーンの開始位置を設定します。

⑥ 変更が完了したら「変更を確定」をクリックしてください。

2 プロジェクトを編集しよう

１

２

３

５

４

※縦方向の固定はできません
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８

３

2-8 画像全体の明るさ／色味を調整したい

各シーンごとにパノラマ画像全体を加工することができます。全体の明るさやコントラストを調整するときに使います。

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル上でクリックをすると、プロジェクトの編集画面に切り替わります。

③ 左のメニューから「全体画像加工（明るさ／色味）」をクリックします。

④ 対象のシーンのステッキマークをクリックすると画像編集ソフトが起動します。

⑤ 明るさ・コントラストを調整する場合は、「イメージ」→「調整」→「明るさ/コントラスト」から行います。

⑥ 色味を調整する場合は、「イメージ」→「調整」→「カラーバランス」から行います。

⑦ 調整が完了したら、画像編集ソフト上の「保存」を押します。

⑧ 最後に「変更を確定」をクリックしてください。

2 プロジェクトを編集しよう

１

２

４

７

５

６

画像編集ソフト画面

◆ 注意 ◆

全体画像加工と部分画像加工のどちらも行う場合は、

全体画像加工をしてから一度保存後、部分画像加工を

行ってください。
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2-9 画像の一部を加工したい（ぼかし加工）

各シーンの一部にぼかし加工ができます。車のナンバーや通行人の顔などが映りこんだ場合はぼかして対応しましょう。

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル上でクリックをすると、プロジェクトの編集画面に切り替わります。

③ 左のメニューから「部分画像加工（ぼかし/描画）」をクリックします。

④ 対象のシーンのパレットマークをクリックすると画像編集ソフトが起動します。

⑤ 左のツールバーから「スポット修正ブラシツール」を押します。

⑥ ぼかしたい箇所をドラッグでなぞると、ぼかしたい箇所が赤く塗りつぶされた後、ぼかし処理がかかります。

⑦ 加工が完了したら、画像編集ソフト上の「保存」を押します。

⑧ 最後に「変更を確定」をクリックしてください。

2 プロジェクトを編集しよう

１

２

４

７

５

画像編集ソフト画面

３

ドラッグでなぞると･･

ぼかし加工がかかる

６

８

◆ 注意 ◆

全体画像加工と部分画像加工のどちらも行う場合は、

全体画像加工をしてから一度保存後、部分画像加工を

行ってください。

画像編集ソフト画面
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3 URL・QRコードを発行しよう

3-1 メールやLINEでVRコンテンツを送りたい

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル右下のQRコードアイコンを押します。

③ 「コンテンツ共有」というポップが表示されますので、表示されたURLをコピーします。

④ メールやLINEにURLを貼り付け送信してください。

２

３

１

メールやLINEで送信４
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3-2 チラシにVRコンテンツを載せたい

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル右下のQRコードアイコンを押します。

③ 「コンテンツ共有」というポップが表示されますので、表示されたQRコードの上で右クリックをし「画像の保存」をします。

④ その後、チラシ等にQRコードを貼り付けることで、チラシからVRコンテンツにアクセスすることが可能になります。

２

３
１

チラシ等に掲載４

画像の保存

3 URL・QRコードを発行しよう
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3-3 ホームページにVRコンテンツを埋め込みたい

２

３

１

3 URL・QRコードを発行しよう

通常のシーンからスタートさせる場合

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル右下のQRコードアイコンを押します。

③ 「コンテンツ共有」というポップが表示されますので、画面中央の「コピー」ボタンを押します。

④ その後、ホームページやWEBサイトに埋め込んで活用ください。

HPやWEBサイトに

埋め込み
４

自社ホームページやWEBサイトへの埋め込み方法については、WEBのご担当者様にご確認ください。
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２

１

3 URL・QRコードを発行しよう

特定のシーン・角度からスタートする

① 左のメニューから「プロジェクト管理/編集」を選択します。

② 次に、対象のプロジェクトのサムネイル右下のQRコードアイコンを押します。

③ 「コンテンツ共有」というポップが表示されますので、「QR/埋込コード/URLをカスタマイズする」を押します。

④ 「カスタマイズ」タブを開き、特定のシーンを選択します。

⑤ ドラッグで、任意の角度に調整します。

⑥ 「確定」をクリックします。

⑦ 画面下部に「QR/埋込コード/URL」が生成されますので、お客様のホームページやWEBサイトに埋め込んで活用ください。

３

４

任意の角度に調整

５

６

７
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4 リモート接客をしよう

4-1 リモート接客（遠隔接客）とは

360度VRコンテンツを、URLのみを使ってリアルタイムで画面同期させる機能です。

離れた場所にいても、お客様と営業担当が同じVR画面を見ることができます。

スマートフォン、タブレット、PCとあらゆるデバイスに対応しており、VRモードだけ

でなく、パソコン同士で同じパノラマの画面を見ながら打ち合わせをすることなども可能です。

① URLのみで360度VRコンテンツがリアルタイムで同期

事前に何かをインストールすることは不要。アプリ不要です。

② 通常のネット環境で、遠隔地でも遅延なく同期

同期するデバイスが近くでも遠隔でも、必要なことは使用するデバイスがオンラインであることだけです。

③ スマートフォン、タブレット、PCとあらゆるデバイスに対応

VRモードだけでなくパノラマモードでも可能です。

④ 多人数のグループの場合を含めて同期するグループを自由に指定

発行されるURLを共有した人がグループとして参加可能になります。

⑤ 双方向の多様なアクション伝達の種類を設定

シーンの移動や説明キャプションを開いたりのアクションを双方向にするかなど設定可能です。

場所･デバイスが違ってもOK！

遠隔接客機能の５つの特徴
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① 左のメニューから「遠隔接客」を選択します。

② 遠隔接客URL･QRコードを発行したいプロジェクトの画像の上でクリックすると、「遠隔接客URL」というポップが表示されます。

③ 送信者用と受信者用それぞれで、URLとQRコードが発行されます。

・QRコードの保存方法 ：QRコードの上で右クリックから「画像の保存」をし、任意の場所に保存します。

・URLの保存方法 ：URL上で右クリックし「リンク先のコピー」をし、任意の場所に貼り付けます。

◆ POINT ◆

・送信者用URL･･･接客をする側（営業担当）が使用します。送信者用URLを読み取ったVR画面を操作すると、

受信者側の画面も同じ動きをします。

※こちらは操作側のVRデータのため、1人だけが使用してください。

・受信者用URL･･･接客を受ける側（お客様）が使用します。何人でも接続可能です。

※こちらは共有された画面を見るためのもののため、VRを操作しても他の閲覧者に画面共有されません。

１

送信者用URL

4 リモート接客をしよう

4-2 遠隔接客URL・QRコードの発行手順

送信者用URL

（営業担当）

受信者用URL

（お客様）

操作すると

画面が同期

操作しても

画面は同期

しない

受信者用URL
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4 リモート接客をしよう

※ 注意 ※

・ミーティングアプリを使用するため、通信費がかかります。Wi-Fi環境がおすすめです。お施主様に事前確認しましょう。

・お施主様側が同じ場所で複数人で閲覧される場合は、電話をスピーカーにしていただくよう案内しましょう。

・営業担当のPCにカメラ・マイクが付いている場合は、電話を使用せずミーティングアプリの音声のみで対応することも可能です。

4-3 【実践編】リモート接客をしてみよう

パターン① VR以外の説明資料(パワポ・画面共有等)がある場合

パターン② VR以外の説明資料がない場合

パターン① VR以外の説明資料(パワポ・画面共有等)がある場合

・スマホ（電話用）

・PC（資料等の画面共有用）

・ミーティングアプリ（Zoom･Teams 等）

・VRデータ（通常URL/QRコード）

・PCで説明資料（パワポ･PDF）を開ける状態にしておくこと

・ネット環境

事前準備：営業担当

・スマホ（電話用）

・ネット環境※

（電話用スマホとは別にスマホ・タブレット・PCがあればそちらでVRを閲覧することも可能です）

事前準備：お客様
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4 リモート接客をしよう

※前日までに ミーティングURL（Zoom･Teams 等） と VRデータURL/QRコード をお客様に送付しておきましょう

① お客様様に電話します。

② はじめにビデオ通話にして顔を見せてご挨拶します。

③ お互い通話状態のまま、

営業担当：PCでミーティングURLをクリック

お客様 ：音声をスピーカーにし、ホーム画面に戻り、ミーティングURLを起動

※通話で使用しているスマホ以外のデバイスがある場合は、他デバイスでミーティングURLを起動してもOKです。

④ 営業担当はPCのミーティングアプリ側で資料・VRデータ等を『画面共有』し、リモート接客します。

終始、営業担当が画面操作し、お客様は営業担当の画面を閲覧するのみとなります。

※VRデータをお客様ご自身で操作したい場合は、事前に送付したURLをタップし起動すると操作できます。

（お客様側が操作している画面は営業担当には共有されません）

リモート接客の手順
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4 リモート接客をしよう

パターン② VR以外の説明資料がない場合

※ 注意 ※

・お施主様側が複数人で参加される際は、電話をスピーカーにしていただくよう案内しましょう。

・スマホ（電話用）

・PC（VRデータ操作用） ※必須ではない。スマホ(電話用)だけでも対応可能

・VRデータ（遠隔接客用URL/QRコード）

事前準備：営業担当

・スマホ（電話用）のみ

・ネット環境※

（電話用スマホとは別にスマホ・タブレット・PCがあればそちらでVRを閲覧することも可能です）

事前準備：お客様
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4 リモート接客をしよう

※前日までに 遠隔接客VRデータ（受信者用）のURL/QRコード をお客様に送付する

① お客様様に電話します。

② はじめにビデオ通話にして顔を見せてご挨拶します。

③ お互い通話状態のまま、

営業担当：PCで遠隔接客VRデータ（送信者用）URLをクリック

※スマホ(電話)しかない場合、音声をスピーカーにし、ホーム画面に戻り、遠隔接客VRデータ（送信者用）URLをタップ

お施主様：音声をスピーカーにし、ホーム画面に戻り、遠隔接客VRデータ（受信者用）URLを起動

※通話で使用しているスマホ以外のデバイスがある場合は、他デバイスで遠隔接客VRデータ（受信者用）URLをタップ

④ 営業担当がVRデータ画面を操作すると、お施主様とVR画面が同期しますので、営業担当が主導して操作・案内をします。

※お施主様もVR画面を操作できますが、営業担当側の画面には同期しません。

リモート接客の手順
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アクセス分析は、各プロジェクトのアクセス数・平均閲覧時間などが確認できるページのことです。

どのプロジェクトがどのくらい閲覧されているか、プロジェクト内のどのシーンがよく閲覧されているかなど分析されています。

① 左のメニューから「アクセス分析」を選択します。

② アクセス分析の画面が開きます。

ページビュー数･･･お客様が該当VRコンテンツへアクセスした数です。アクセスされた分だけカウントされるます。

ページ別訪問数･･･あるお客様が該当VRコンテンツへアクセスし、ブラウザを閉じるまでの回数です。

（同じお客様でも違うブラウザや違う端末を使った場合は、別のお客様としてカウントされます）

平均ページ滞在時間･･･ユーザーがページを閲覧した平均時間のことを指します。

（該当VRコンテンツへアクセスした全お客様の滞在時間 ÷ ページビュー数）

1アクセスあたり、平均してどれくらいの時間閲覧されているかの目安になります。
閲覧開始数･･･該当VRコンテンツがお客様の最初のアクセスだった数です。

例えば「5」となっている場合は、そのVRコンテンツから見始められた回数が5回ということになります。

離脱率･･･アクセスのうち、該当VRコンテンツでお客様が離脱した数です。

③ 「アクセス分析詳細」をクリックすると、プロジェクト毎の詳細分析画面が開きます。（次ページにて説明）

5 アクセス分析をしよう（全体分析）

１

２

クリックすると「多い順」に

並び変え

日付を指定して「期間を指定して更新」を押すと、

指定した期間内のアクセス分析結果が表示されます。

プロジェクト毎の詳細分析画面へ

→次ページにて説明

３
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・リファラー：そのページに行く前に見ていたページ

のことです。

・Direct：アドレスの直接入力やお気に入りからのアクセス

・Referral：別サイトのリンクからのアクセス

・Facebook：Facebookからのアクセス

・Twitter：Twitterからのアクセス

・Organic Search：GoogleやYahoo！などの検索エンジン

で検索した結果からのアクセス

プロジェクト全体における各シーンの滞在時間とその割合

VRアクション編集を埋め込んでいた場合、

そのVRアクションの総クリック数

※GoogleAnalyticsのシステムを利用しておりますので、使用している単語も基本的にGoogleに基づいています

5 アクセス分析をしよう（全体分析）
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6 セールスVRをしよう（個別分析）

① セールスVRとは

② 具体的な活用例

③ セールスVRを実践しよう

case１：顧客1人にセールスVRを実施

case２：複数顧客に対して一斉にセールスVRを実施

④ 分析・活用

・閲覧通知について

・「何を」「いつ」顧客が閲覧したのかを調べる

case１

営業担当 お客様

閲覧すると通知が届く！

営業担当 お客様A

閲覧すると通知が届く！

お客様B お客様C

① セールスVRとは

顧客情報と紐付けしたVRデータ（URL/QRコード）を発行することで、特定の顧客の閲覧状況をモニタリングできるシステムです。

担当者は特定の顧客が「いつ」「何を」見たか把握することができるだけでなく、リアルタイムに閲覧状況を確認することもできます。

顧客にコンテンツのURLをメールで送り、顧客がコンテンツを閲覧するとメールで担当者に通知します。

case２

一斉送信
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② 具体的な活用例

・WEBサイトから資料請求等のお問い合わせがあったお客様に対して、メールにて御礼と資料を送付する際に、追客用URLも添付

⇒ プロジェクト閲覧したら通知が届くので、HOTなお客様からタイミング・効率よく提案が可能に。

・手渡し資料や郵送資料に追客用QRコードを貼り付けておく

⇒ プロジェクト閲覧したら通知が届くため、HOTなお客様からタイミング・効率よく提案が可能に。

※この手法のみお客様のアドレスが分からなくても使用できる追客法です。そのほかの事例はメールアドレスが必須です。

case１：顧客1人にセールスVRを実施

case２：複数顧客に対して一斉にセールスVRを実施

事例1：営業効率UP

・個別商談後の御礼メールや手渡し資料に追客用URL/QRコードを添付

⇒ プロジェクトを閲覧したら通知が届き、「いつ」「どこを」「どのくらい見たか」が分かるので、次回提案に活かせる。

事例2：提案力UP

・イベントを開催後、参加者全員に一斉メールを送信する際に、追客用URLも添付

⇒ 「誰が」「いつ」「どこを」「どのくらい見たか」が分かるため、HOTなお客様からタイミングよく／効率よく提案が可能に。

事例3：営業効率UP

HOTな

お客様

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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③ セールスVRを実践しよう

case１：顧客1人にセールスVRを実施

① 左のメニューから「旧セールスVR」を選択します。

② 左のメニューの「顧客」→「顧客登録」を押します。

③ 顧客情報を入力します。

④ 入力が完了したら「追加する」をクリックします。

⑤ 「顧客情報が登録されました。」という画面が表示されたら、登録は完了となります。

１

◆ 補足 ◆

「顧客名」「メールアドレス」は必須項目です。

メールアドレスが分からない場合はダミーのアドレスを入力し進みましょう。

２

３

４

顧客の一括登録の手順はP59にて説明して

おります。

５

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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⑤ そのまま画面右上の「分析URLの発行」を押します。

⑥ 配信したいプロジェクトにチェックをつけ、「双方向にやり取りする」にチェックをつけます。

※複数のプロジェクトにチェックをつけることができます。

⑦ 「URLを発行する」をクリックします。

５

６

６

７

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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⑧ URLとQRコードが発行されます。

URLをメールやLINEで送る場合、「URLをコピーする」をクリックして、メールやLINEに貼り付けて送信してください。

QRコードを送る場合は、QRコードの上で右クリック→「画像の保存」をして活用してください。

８

メールやLINEに貼り付けて送信

右クリックで「画像の保存」

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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case２：複数顧客に対して一斉にセールスVRを実施

① 左のメニューから「旧セールスVR」を選択します。

② 左のメニューの「リスト」→「リスト登録」を押します。

※ ここからは既に顧客情報が登録済みの場合のフローです。

顧客情報を一括で登録する必要がある方はP59（顧客情報を一括で登録する方法）にスキップしてください。

③ 「1. 顧客一覧から選択してリスト登録」をクリックします。

④ 「管理リスト名」を入力します。

⑤ 対象の顧客にチェックをつけます。

⑥ 「登録する」をクリックします。

２

１

３

４

５

６

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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⑦ 「メール配信」をクリックします。

⑧ メールに添付するプロジェクトにチェックをつけます。

※複数のプロジェクトにチェックをつけることもできます。

⑨ 画面下の「確認へ」をクリックします。

７

８

９

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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⑩ 「件名」と「本文」を入力します。

⑪ 顧客がプロジェクトを閲覧した時にリアルタイムに通知が来て欲しい場合は「VR閲覧の際に通知メールを送信する」にチェックを

つけ、「双方向にやり取りする」にチェックをつけます。

※  「VR閲覧の際に通知メールを送信する」にチェックを付けていないと、「双方向にやり取りする」にチェックできません。

⑫ 「確認」を押します。

⑬ 内容を確認し、OKであれば「送信する」を押します。

※ 注意 ※

・複数の顧客に一斉送信するメールになりますので、本文が個人向けにならないように作成しましょう。

・お客様に実際に届くメールはP62を参照ください

・「送信元アドレス」と本文中の「署名欄」は変更できます。送信前に変更しましょう。→P61（署名の変更方法）へ

10

✔を付けると、お客様がVRを閲覧した際

に通知メールが届きます。リアルタイム

に知ることができる反面、たくさんのメ

ールが届きますので事前にご注意くださ

い。

お客様がVR閲覧時に、通知メール内のリ

ンクをクリックすることで、リアルタイ

ムにお客様がどこを閲覧しているかが分

かります。

11

12

13

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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補足説明１：顧客情報を一括で登録する方法

① 左のメニューから「旧セールスVR」を選択します。

② 左のメニューの「リスト」→「リスト登録」を押します。

③ 「2. CSVから一括でリスト登録」をクリックします。

④ ？マークをクリックし、「共有フォーマットファイル」をクリックします。

⑤ ブラウザ（スプレッドシート）が立ち上がりますので、「ファイル」→「ダウンロード」よりCSVをダウンロードします。

⑥ ダウンロードしたファイルをテンプレートとし、エクセル等で編集後、「ファイルを選択」よりアップロードします。

⑦ 「管理リスト名」を入力後、「確認」をクリックします。

２

１
３

６

５

４

７

８

「管理リスト名」と「リストメモ」は顧

客には見えませんので、管理しやすいよ

う入力してください。

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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⑧ リストが問題なく取りこまれていれば「OK」を押します。

⑨ リストの登録が完了したら、画面右上の「メール配信」を押します。

※これ以降の手順はP57を参照してください。

８

９

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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補足説明２：署名の変更方法

① 左のメニューから「旧セールスVR」を選択します。

② 左のメニューの「管理」を押します。

③ 「送信元の表示名」と「署名」を編集します。

④ 最後に「登録」をクリックします。

１

※ 注意 ※

「送信元の表示名」を変更すると、お客様に届くメールの送信元に表示される名称が変更されます。

こちらを変更しても、営業担当に届く閲覧通知メールアドレスは変更されません。

２

３

４

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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④ 分析・活用

営業担当に届く通知メール

閲覧通知について

営業担当が送信した追客URL／QRコードをお客様が読み取ると、営業担当にメールで閲覧通知が届きます。

通知メールは共有計画のログインメールアドレスに届きます。

お客様側に届くメール

「送信元アドレス」が

ここに表示されます

顧客名

本文

配信したプロジェクト。

これをクリックすると

営業担当に通知メール

が届きます。

署名

共有計画のログインアドレスに

通知メールが届きます

誰（顧客）がどのプロジェクト

を見始めたかが分かります

分析画面が開きます → P63へ

「双方向にやり取りをする」に✔

をつけていた場合、お客様が閲

覧しているタイミングでクリッ

クするとリアルタイムにどこを

見ているか閲覧することができ

ます

件名

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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「何を」「いつ」顧客が閲覧したのかを調べる

① 左のメニューから「旧セールスVR」を選択します。

② 左のメニューの「顧客」→「顧客一覧」を押します。

③ 対象の顧客を選択します。

④ 「閲覧履歴」欄にて、プロジェクトにアクセスした『アクセス日時』『閲覧時間』『pop up』を確認できます。

⑤ 「詳細」をクリックすると、プロジェクト内のどのシーンをどのくらい見たか、どのキャプションを何回クリックしたか等を確認

できます。

１ ２ 顧客名・登録日での検索も可能です

３

４

５

『pop up』とはキャプション

をクリックした回数です

プロジェクト全体の滞在時間に占める

各シーンの滞在時間の割合と滞在時間

プロジェクトに埋め込んでいる

キャプションの総クリック数

6 セールスVRをしよう（個別分析）
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7 VR上で計測機能を使おう（AIサイズ推定機能）

STEP１．下準備
① 高さを調べる

② AIサイズ推定へ高さを設定する

STEP２．床の測り方
① 床の測り方

② 床以外の場所を測るには

STEP３．高さの測り方

STEP４．計測データの削除方法

STEP５．計測したデータを顧客へ共有する方法

AIサイズ推定とは

パノラマ空間上で天井高や扉の幅などのサイズを測ることができる機能です。

デスクに座ったまま共有計画上で、マウス操作によってわずか数秒で精度の高いサイズが分かるので、現地で測る手間が省けます。

また、計測したデータは顧客に共有できるので、業務効率化に繋がります。
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STEP１．下準備

計測ツールを利用する場合は、パノラマ写真撮影時の高さが重要となります。

撮影の際に、床からカメラレンズ中心までの長さを測る必要があります。

（撮影時の三脚の高さが一定であれば、初回のみ測って頂けば大丈夫です。）

① 高さを調べる

① 左のメニューから「AIサイズ推定」を選択します。

② サイズ推定したいプロジェクトのサムネイル部分をクリックします。

③ シーン一覧が表示されますので、計測したいシーンを選択します。

④ AIサイズ推定画面が表示されますので、上部にある撮影高さをパノラマ写真撮影時の高さと一致するように調整します。

② AIサイズ推定へ高さを設定する

１

２

３

４

7 VR上で計測機能を使おう
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STEP２．床の測り方

① AIサイズ推定の上部にある「床」を選択します。

② 次に測りたい開始位置（床）にカーソルをもっていき、クリックします。

③ 終了位置までカーソルを移動し、クリックすると値が表示されます。

④ 計測すると右側に計測データが記録されます。

⑤ 別の位置を測りたい場合は、上部にある移動を選択し画面をドラッグすることで視点を動かすことが可能です。

① 床の測り方

２

３

１

４
５

7 VR上で計測機能を使おう
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② 床以外の場所を測るには

採寸対象は床の幅のみとなっており、下画像のように測ることができません。

その為、床以外を測りたい場合も、床の幅から長さを計測する必要があります。

7 VR上で計測機能を使おう
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STEP３．高さの測り方

① AIサイズ推定の上部にある「高さ」を選択します。

② 次に測りたい開始位置にカーソルをもっていき、クリックします。

※開始位置は床からでないと測ることができません。

③ 終了位置までカーソルを移動し、クリックすると値が表示されます。

④ 計測すると右側に計測データが記録されます。

⑤ 別の位置を測りたい場合は、上部にある移動を選択し画面をドラッグすることで視点を動かすことが可能です。

２

１

４
５

３

7 VR上で計測機能を使おう
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STEP４．計測データの削除方法

右側に表示されているごみ箱マークを選択することで削除できます。

STEP５．計測したデータを顧客へ共有する方法

計測後に右上の共有リンクアイコンをクリックしコピーしたURLを、顧客にメールやLINE等へ送付します。

そのURLに顧客がアクセスすると、計測や計測値の確認ができます。

※共有リンクの発行はシーンごとです。

※事業者様が計測値の削除・変更を行うと、顧客側にも反映されます。

※発行したURLの有効期限は2週間です。

7 VR上で計測機能を使おう
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8 フォルダから新規作成をしよう

① フォルダ機能とは

② アップロードするパノラマ写真・パノラマ画像を準備

③ プロジェクトの作成手順
Step1：フォルダー作成

Step2：パノラマ写真・パノラマ画像・フロアマップをアップロード

Step3：フロアマップ上にシーンの配置
Step4：シーンの移動リンク設定

① フォルダ機能とは

クラウド上にパノラマ画像をアップロードし、フォルダに入れて一旦保存できる機能です。

フォルダからプロジェクト制作もできます。アップロードが効率的にできるだけでなく、シーン移動の矢印の設定などを簡単にできるた

め、フォルダからのプロジェクト制作がオススメです。

※ 注意 ※

フォルダーにパノラマ画像をアップロードすると、

アカウントの保管枚数を消費することになります。

削除すると、当該保管枚数は復活します
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② アップロードするパノラマ写真・パノラマ画像を準備

１対２の比率のJPG画像を準備します。この形式であれば、CG画像であっても使用可能です。

写真1

2

③ プロジェクトの作成手順

① 左のメニューから「フォルダ」を押します。

② 次に「フォルダーを作成する」をクリックします。

③ 作成したフォルダの名称を入力します。フォルダ名はプロジェクトのタイトルになります、物件名などを入力しましょう。

Step1：フォルダー作成

１

CG画像1

2

2

3

8 フォルダから新規作成をしよう
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① 先ほど作成したフォルダを開き、「＋」マークの枠部分にパノラマ画像をドラッグ＆ドロップしアップロードします。

「＋」マークの枠内をクリックし、画像を選択してアップロードすることも可能です。

② パノラマ画像の名称を部屋名に変更します（玄関･廊下･リビング･クローク 等）

③ フロアマップもアップロードします。

Step2：パノラマ写真・パノラマ画像・フロアマップをアップロード

ドラッグ＆

ドロップ

※ 注意 ※

・まとめてアップロードできるのは20枚までです

・アップロードする画像の名称にスペースや環境依

存文字が含まれているとエラーの原因になります。

※最終的に画面上に表示されるシーン名称になります

１

3

2

8 フォルダから新規作成をしよう
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① 「選択して新規作成」をクリックし、パノラマ画像を全て選択後、「フロアマップありで作成」を押します。

② 画像をクリックとフロアマップ左上にピンクの番号が表示されます。

③ フロアマップ上のピンクの番号を立ち位置までドラッグ後、向きを調整します。

④ このフローを全てのパノラマ画像で行いましょう。

Step3：フロアマップ上にシーンの配置

ドラッグ

※「360」を押すとパノラマ
画像の中心を確認できます。

１

2

8 フォルダから新規作成をしよう
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各アングル同士をクリックし、ピンクの線で繋ぎます。

全て繋ぎ終わったら、「確定」をクリックするとプロジェクトが自動作成されます。

※パノラマ画像枚数が多いほど作成処理時間は長くなります

Step3：シーンの移動リンク設定

※繋げたシーン間でシーン移動の
リンク（矢印）設定されます。

以上でフォルダから作成手順は終了です。

8 フォルダから新規作成をしよう
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